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【 

編
集
後
記 

】 

地
域
と
密
接
な
繋
が
り
が
あ
っ
た 

二
巨
星
が
姿
を
消
し
ま
し
た
。 

業
績
は
消
え
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

  

＊ ＊  お  知  ら  せ  ＊ ＊ 

 

 

第
二
十
六
回 

 
 

「
浜
の
焚
き
あ
げ
祭
」
の
ご
案
内 

  
地
域
の
皆
様
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
一
人
一
人
の
健
康
と 

安
全
安
心
を
願
い
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
祈
る
「
浜
の
焚
き
あ
げ
祭
」
も 

二
十
六
回
を
迎
え
ま
す
。
今
回
も
会
瀬
小
学
校
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
ま
し
て 

授
業
の
一
環
と
し
全
校
生
徒
が
参
加
し
た
行
事
と
な
り
ま
し
た
。 

児
童
た
ち
の
健
康
と
安
全
を
考
慮
し
て
昨
年
と
同
様
時
間
を
早
め
て
計
画 

し
て
い
ま
す
冬
の
午
後
浜
辺
で
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
姿
を
見
て
く
だ
さ
い
。 

  

高
潮
予
防
の
土
の
う
が
大
量
に
砂
浜
に
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

期 

日 

平
成
二
十
八
年
一
月
十
五
日 

金
曜
日 

 
 
 
 
 
 
 

 

悪
天
候
の
時
は
順
延 

場  

所 

会
瀬
青
少
年
の
家
グ
ラ
ン
ド 

主 

催 

会
瀬
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会 

協 

力 

会
瀬
小
学
校
・
同
ＰТ

Ａ
・
子
ど
も
会
育
連
合
会
・
日
立
第
四
消
防
団 

日 

程 

小
学
生 

 

午
前
中 

普
通
授
業 

雨
天
の
場
合
は
不
参
加
で
普
通
事
業 

 
 

十
三
時
四
十
分 

会
場
到
着 

先
生
の
指
導
で
凧
揚
げ
見
学 

 
 
 

十
四
時
十
五
分 

 

炊
き
あ
げ
祭 

開
始 

              

二
十
五
分 

点
火 

浜
太
鼓
見
学 

 
 
 

十
五
時
十
分  

通
学
班
で
自
宅
へ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

地
域
の
方
々 

十
五
時
以
降
は
大
人
の
時
間 

＊
一
月
十
四
日
（
木
）
午
前
中
に
祭
壇
を
作
り
ま
す 

正
午
以
後
に
焚
き
あ
げ
る
物
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

焚
き
あ
げ
る
物 

し
め
か
ざ
り
、
門
松
、 

し
め
な
わ
、
飾
り
松
、
神
社
の
お
札
、 

お
守
り
、
だ
る
ま
等 

そ
の
他
正
月
の
飾
り
も
の
、 

書
き
初
め
の
反
古
紙
等
。 

交
流
会   

甘
酒
、
お
茶
、
漬
け
物
、 

ジ
ュ
ー
ス
類
は
用
意
し
ま
す
。 

 
   

酒
類
は
各
自
ご
持
参
下
さ
い
。 

消
火  

十
七
時
に
消
火
し
ま
す
。 

      
 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

会
瀬
学
区
の
み
な
さ
ま
に
は
、
す
が
す
が
し
い
新
春
を

お
迎
え
し
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 
 

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
忘
れ
ず
に
災
害
に

強
い
安
全
、
安
心
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
の
た
め
、
地
域

住
民
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
「
津
波
か
ら
身
を
守
る
」
対
策

を
重
点
に
取
り
組
ん
だ
一
年
で
し
た
。
特
に
、
地
域
活
動

の
拠
点
で
あ
り
ま
す
会
瀬
交
流
セ
ン
タ
ー
や
、
隣
接
す
る

会
瀬
青
少
年
の
家
に
は
、
年
間
を
通
じ
て
約
６
万
人
近
く

の
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
人
た
ち
の
「
津
波
避
難

通
路
（
か
ん
し
ょ
の
坂
）
」
の
改
修
が
急
が
れ
て
い
ま
し

た
が
改
善
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
区
指
定
災
害
避

難
所(

会
瀬
小
学
校)

に
は
、
防
災
倉
庫
が
完
備
さ
れ
、 

非
常
時
の
対
応
が
一
段
と
強
化
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

今
年
は
、
地
域
高
齢
化
社
会
の
な
か
で
懸
案
で
あ
っ

た
、
再
生
資
源
集
積
所
の
立
ち
当
番
が
当
番
者
の
負
担
を

少
な
く
す
る
方
向
で
検
討
さ
れ
て
、
４
月
か
ら
再
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。 

 
 

会
瀬
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
拠
点
で

あ
る
と
と
も
に
多
様
な
サ
ー
ク
ル
活
動
が
出
来
る
場
と

し
て
利
用
さ
れ
て
か
ら
今
年
で
１０
周
年
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

学
区
内
各
種
団
体
の
活
動
が
よ
り
活
発
に
な
り
、
交
流

セ
ン
タ
ー
が
多
く
の
方
々
に
利
用
し
て
頂
け
る
よ
う
に

管
理
運
営
を
円
滑
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

本
年
も
皆
様
に
と
っ
て
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を

祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

  

交
流
セ
ン
タ
ー 

年
末
年
始 

休
館
日
の
お
知
ら
せ 

月

日
（
火
）
か
ら 

1
月
３
日
（
日
）
ま
で 

休
館
日
と
な
り
ま
す 

【
問
い
合
せ
】
℡ 

２
５-

１
５
７
７ 

会
瀬
交
流
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会 

 

健康料理教室 参加者募集 

～減塩食で生活習慣病予防～ 
日 時 平成２８年１月１３日（水） 

１０時開始 

場 所 会瀬交流センター 

会 費  ひとり２００円 

持ち物 米（0.5 合）電卓・三角巾  

みそ汁（半カップ）・エプロン 

内容   ・野菜かきあげ丼        

・梅にんにくふろふき大根 

募集人数 若干名 

申込み先 直接電話で 

会瀬交流センター  ℡２５-１５７７ 

【問い合せ】 

会瀬地区食生活改善推進委員  

須田 惠 ℡ ２２-３３９３ 

 

マ
マ
さ
んⅤ

３
お
め
で
と
う
！ 

第
４２
回 

日
立
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

期
日
：
平
成
２７
年
１１
月
２２
日
（
日
） 

場
所
：
市
立
助
小
グ
ラ
ン
ド 

参
加
学
区
：
助
川
・
仲
町
・
宮
田
・
中
小
路
・
会
瀬 

 

主
催
：
日
立
地
区
体
育
振
興
会 

PTA
会
員
を
中
心
に
地
域
の
方
々
が
参
加
し
て
見
事 

★
マ
マ
さ
ん
チ
ー
ム 

優
勝 

☆
パ
パ
さ
ん
チ
ー
ム 

３
位
（
３
位
決
定
戦
で
さ
よ
な
ら
勝
ち
） 

 

お
め
で
と
う 
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福
祉
功
労
者
が
顕
彰
さ
れ
ま
し
た 

◎
日
立
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
顕
彰 

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
一
日
、
日
立
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
ふ
く
し
の 

つ
ど
い
」
が
、
ゆ
う
ゆ
う
十
王
Ｊ
ホ
ー
ル
に
於
い
て
開
催
さ
れ
、
多
年
に
わ
た
り

地
域
福
祉
活
動
を
実
践
さ
れ
て
、
社
会
福
祉
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
労
者
が 

顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

会
瀬
学
区
か
ら
は
、
左
記
の
三
名
の
方
々
が
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

◎
社
会
福
祉
団
体
役
職
員
功
労
者(

在
職
十
年
以
上) 

 
 
 

松
本 

俊
一
氏(

前
・
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
副
会
長) 

 
 
 

菊
地 

智
子
氏(

お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
委
員
長) 

◎
社
会
福
祉
活
動
協
力
援
護
者(

在
職
五
年
以
上)

 

寺
山 

啓
子
氏(

サ
ロ
ン
活
動) 

 

助
川
村
の
鹿
島
明
神
と
相
賀
村
の
鹿
島
明
神
は
廃
社
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

村
人
の
信
仰
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
失
っ
た
助
川
村
や
相
賀
村
で
は
、
毎
年
の
よ
う

に
伝
染
病
が
流
行
り
、
不
漁
不
作
が
続
い
た
。
村
で
は
原
因
を
、
神
を
軽
ん
じ
あ

な
ど
っ
た
た
め
と
思
い
込
ん
だ
。
徳
川
光
圀
が
没
（
1700
年
）
し
て
か
ら
村
民
が
鹿

島
明
神
の
再
建
を
水
戸
藩
に
請
願
し
た
結
果
、
元
禄
15
年
（
1702
年
）
10
月
に
会
瀬

村
（
1698
年
に
相
賀
村
か
ら
会
瀬
村
に
改
称
）
と
助
川
村
の
鎮
守
と
し
て
鹿
島
明
神

が
再
建
さ
れ
た
。 

 

会
瀬
鹿
島
明
神
は
現
在
の
会
瀬
町
1
丁
目
3
番
地
に
鎮
座
し
て
い
た
。
中
世
の

車
館
跡
の
東
側
で
村
を
一
望
す
る
高
台
に
あ
り
、
村
の
「
ち
ん
じ
ゅ
さ
ま
」
と
し

て
あ
が
め
ら
れ
て
い
た
。
明
治
以
後
、
村
社
と
し
て
「
鹿
島
神
社
」
と
云
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。 

瀬
谷
義
彦
先
生
逝
去 

 

平
成
27
年
11
月
20
日
逝
去
、
大
正
3
年
生
ま
れ
で
101
歳
で
し
た
。 

昭
和
23
年
（
1948
年
）
か
ら
平
成
7
年
（
1995
年
）
ま
で
会
瀬
・
成
沢
鹿
島
神
社
宮
司
。

茨
城
大
学
名
誉
教
授
（
日
本
史
）・
日
立
市
名
誉
市
民
。
住
所 

中
成
沢
町
2
丁
目 

 

日
立
市
史
（
昭
和
34
年
発
行
）
の
編
さ
ん
委
員
と
し
て
編
集
・
執
筆
に
携
わ
り

茨
城
県
で
は
最
初
の
市
史
と
し
て
出
版
し
ま
し
た
。
特
に
第
4
章
「
日
立
地
方
に

お
け
る
教
育
の
発
達
」
で
は
明
治
5
年
の
学
校
教
育
制
度
に
よ
り
誕
生
し
た
小
学

校
開
設
の
状
況
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
6
年
に
開
業
し
た
成
沢
小
学

校
は
教
師
は
神
官
瀬
谷
登
之
介
で
義
彦
先
生
の
祖
父
。 

「
会
瀬
旧
述
」
の
瀬
谷
義
文
の
祖
先
。 

 

ふ
る
さ
と
会
瀬
か
ら 

 
 

会
瀬
村
の
寺
や
神
社 

そ
の
一 

 

日
立
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会 

設
立
四
〇
周
年
記
念
式
典
活
動
推
進
功
労
者
表
彰 

十
一
月
十
四
日
（
土
）
午
後
一
時
か
ら
日
立
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
の
設
立 

四
〇
周
年
記
念
式
典
・
講
演
会
が
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
音
楽
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

記
念
式
典
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
当
学
区
か
ら
次
の 

方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
特
別
功
労
者
表
彰 

（
推
進
協
議
会
会
長
及
び
二
十
年
以
上
単
会
会
長
を
務
め
ら
れ
た
方
） 

柴
田 

和
彦 

会
長 

◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
推
進
功
労
者 

 
 

・
皆
川 

直
司
氏
・
松
本 
俊
一
氏
・
白
土 

孝
信
氏
・
佐
藤 

捨
松
氏 

ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
で
は
二
十
三
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
紹
介
の
パ
ネ
ル
展
示
。 

功
労
者
表
彰
後
、
事
例
（
活
動
）
発
表
続
い
て
講
演
会
で
は
、
フ
リ
ー
キ
ャ
ス
タ
ー 

（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
押
尾
正
明
氏
に
よ
る
「
あ
な
た
が
主
役
で
ま
ち
が 

輝
く
～
地
域
の
底
力
の
ヒ
ミ
ツ
～
」
と
題
し
て
、
事
例
を
交
え
な
が
ら
の
講
演
で
し
た
。 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業 

学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
２７
年
度
一
般
財
団
法
人 

自
冶
総
合
セ
ン
タ
ー
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）
に
会
瀬
小
学
校
に

設
置
し
て
あ
る
防
災
備
蓄
倉
庫
の
破
損
（
校
庭
工
事
の
際
仮
置
き
中
強

風
転
倒
）
に
よ
り
防
災
関
係
の
備
品
の
保
管
が
困
難
と
な
り
助
成
申
請

し
、
新
し
く
倉
庫
を
設
置
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
倉
庫
の
整
備
及
び
備
品
の 

充
足
と
し
て
、
救
護
・
機
器
運
搬
に 

リ
ヤ
カ
ー
、
４
輪
台
車
を
購
入
し 

１０
月
３１
日
自
主
防
災
訓
練
時
に 

活
用
披
露
し
ま
し
た
。 

 

郷
土
博
物
館
館
長
小
松
徳
年
氏
（
助
川
中
第
9
回
卒
）
著
の
「
水
戸
藩
の
政

治
と
庶
民
の
動
向
」
に
は
徳
川
光
圀
や
徳
川
斉
昭
の
社
寺
改
革
に
つ
い
て
記
さ

れ
て
い
る
が
、
会
瀬
に
関
係
す
る
興
味
あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
紹
介
す
る
。 

 

 

江
戸
時
代
の
初
期
、
寛
文
3
年
（
1663
年
）
水
戸
藩
が
村
々
に
命
じ
て
作
成
さ

れ
た
「
開
基
帳
」
に
寺
院
や
神
社
の
一
覧
が
あ
る
。
会
瀬
村
に
な
る
前
の
相
賀

村
は
、
現
在
の
会
瀬
一
丁
目
付
近
に
集
落
が
あ
る
だ
け
の
小
さ
な
村
だ
っ
た
。

村
に
は
六
つ
も
の
寺
が
あ
っ
た
。
格
式
が
高
か
っ
た
の
は
真
言
宗
・
海
照
山
秀

行
院 

福
聚
寺
で
、
十
王
町
友
部
の
法
鷲
院
の
末
寺
で
あ
る
。
所
在
地
は
日
立

製
作
所
日
立
事
業
所
本
館
あ
た
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
に
法
鷲
院
の
信
徒
が
開

山
し
た
修
住
院 

福
性
院 

成
就
院
が
あ
り
、
福
聚
寺
の
信
徒
鏡
存
が
開
い
た

寺
も
あ
り
、
山
伏
常
力
の
寺
も
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
ど
こ
に
在
っ
た
か
は
不
明

で
あ
る
。 

 

神
社
は
羽
黒
神
社
・
鹿
島
明
神
・
富
士
神
社
・
天
神
社
・
津
明
神
が
存
在
し

た
。
司
祭
者
は
前
記
の
修
往
院
や
福
性
院
な
ど
の
僧
侶
で
あ
り
神
仏
習
合
（
混

淆
）
の
世
で
あ
っ
た
。 

 

水
戸
藩
第
二
代
藩
主
徳
川
光
圀
は
寛
文
6
年
（
1666
年
）
神
仏
習
合
を
改
め
、

正
し
い
神
社
崇
敬
を
進
め
る
と
と
も
に
、
寺
の
乱
立
に
よ
り
民
衆
の
生
活
に
弊

害
が
及
ん
で
い
る
の
を
除
去
し
、
秩
序
あ
る
宗
教
制
度
に
し
よ
う
と
改
革
を
実

施
し
た
。
寺
に
つ
い
て
は
無
益
な
小
寺
は
破
却
す
る
方
針
で
、
破
却
の
条
件
を

示
し
一
つ
一
つ
の
寺
が
点
検
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
相
賀
村
で
は
福
性
院
・
成

就
院
は
僧
が
死
亡
後
破
却
さ
れ
、
鏡
存
は
僧
か
ら
一
般
人
に
な
っ
た
。
こ
の
改

革
に
よ
り
日
立
地
方
の
179
寺
の
う
ち
106
寺
が
整
理
さ
れ
処
分
さ
れ
た
。 

神
社
の
改
革
の
内
容
は
一
村
一
社
の
鎮
守
制
・
仏
像
を
神
道
的
な
神
体
（
幣
、

鏡
）
に
す
る
・
司
祭
者
を
僧
侶
か
ら
神
職
に
代
え
る
、
な
ど
だ
っ
た
。
こ
の
改

革
に
よ
り
元
禄
8
年
（
1695
年
）
相
賀
村
の
鎮
守
の
神
社
は
鹿
島
明
神
に
な
っ
た
。

そ
の
際
、
神
体
で
あ
っ
た
仏
像
が
取
り
上
げ
ら
れ
幣
（
幣
束
と
か
御
幣
と
も
い

う
。
神
社
で
お
祓
い
の
際
使
用
す
る
）
が
神
体
に
な
っ
た
。 

司
祭
者
は
成
沢
村
の
瀬
谷
長
門
で
あ
る
。
現
在
の
会
瀬
鹿
島
神
社
・
成
沢
鹿
島

神
社
の
神
官
の
先
祖
で
あ
る
が
、
こ
の
当
時
は
瀬
谷
長
門
守
義
次
と
名
乗
っ
て

い
た
。
し
か
し
同
じ
元
禄
8
年
に
徳
川
光
圀
は
宮
田
村
の
神
峰
神
社
に
参
拝
し
、

神
峰
神
社
を
宮
田
村
、
助
川
村
、
相
賀
村
の
鎮
守
と
し
た
。 

小
川
医
院 

小
川 

清
先
生
逝
去 

平
成
27
年
10
月
15
日
享
年
89 

 

１１
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
、
お
別
れ
会
に
お
い
て
地
元
住
民
を
代
表
し
お
別
れ

の
言
葉
を
述
べ
た
今
橋
孝
行
氏
の
追
悼
文
で
す
。 

 
 

小
川
先
生
と
会
瀬
学
区
住
民
と
の
か
か
わ
り
は
身
近
な
医
療
機
関
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
健
康
相
談
や
食
事
相
談
そ
し
て
会
瀬
小
学
校
の
校
医
と
し
て
の
健

康
教
育
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
の
ご
活
躍
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

奥
様
の
英
子
先
生
が
相
賀
町
に
診
療
所
を
昭
和
29
年
に
開
設
、
31
年
小
川
医
院

を
小
川
清
先
生
が
院
長
と
し
て
開
院
し
ま
し
た
。
以
来
60
年
に
わ
た
り
奥
様
の

英
子
先
生
と
お
嬢
様
の
百
合
子
先
生
と
も
ど
も
医
療
の
道
を
歩
ん
で
こ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
お
姿
は
小
川
先
生
が
常
日
頃
提
唱
さ
れ
て
い
た
「
地
域
医
療
の
確

立
」
そ
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
県
や
日
立
市
の
医
師
会
長
と
し
て
多
く
の
業
績

を
残
さ
れ
ま
し
た
。
日
立
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
設
立
と
看
護
士
養
成
に
取
り

組
ま
れ
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

小
川
先
生
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
会
瀬
の
発
展
に
も
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
て

お
り
ま
す
。
会
瀬
港
を
中
心
と
し
た
海
浜
開
発
、
池
の
川
下
水
道
浄
化
セ
ン
タ

ー
の
建
設
、
会
瀬
青
少
年
の
家
設
置
、
会
瀬
交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
会
瀬
小

学
校
の
改
築
、
会
瀬
鹿
島
神
社
の
改
築
な
ど
地
域
と
の
か
か
わ
り
に
大
き
な
力

を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
行
事
に
活
躍
す
る
若
者
に
も
暖
か
い
手
を
差
し

伸
べ
て
い
た
だ
き
対
外
的
に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
の
も
先
生
の
お
力
の
賜
物

で
あ
り
ま
す
。 

 
 

6
号
バ
イ
パ
ス
の
南
進
に
よ
り
変
貌
す
る
会
瀬
の
姿
を
お
見
せ
で
き
な
い
の

が
残
念
で
す
が
、
ど
う
か
天
空
よ
り
ご
支
援
く
だ
さ
い 

 
 

小
川
先
生
が
目
指
し
た
「
地
域
医
療
の
確
立
」
の
志
は
小
川
百
合
子
先
生
と

医
院
の
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ま
の
力
で
さ
ら
に
大
き
な
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
小
川
清
先
生
、
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

      

還
付
金
詐
欺
に
注
意
！ 

『還
付
金
が
あ
る
か
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
』は
詐
欺
で
す 

 


